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ヶ
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潟
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あ
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て
あ
り
ま
す
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大山友之（都子さんの父）さんの著書「都子 聞こえますか」のなかで

「形にないメモリアル」として二つのエピソードが記されています。

その１：ふもとの人々の心

95年9月7日、都子さんの遺体が山から下りるとき、ふもとの集落の

人々は、誰が指図したわけでもなく、手に手に線香やろうそくを持って

沿道に立ちならび、都子さんの遺体を見送りました。

その２：虹になって現れた都子さん

99年8月18日、第１回のコンサートの前日、慰霊碑の前で追悼の演

奏が行われました。ふもとの村を出るときには激しい雷雨でしたが、

にわかに晴れて、鮮やか

な二重の虹が出現しました。

光の粒々が演奏にあわせ

て舞っているようでした。慰

霊碑に刻まれた都子さん

の詩との不思議な符合に、

皆が驚きました。

演奏：ヴァイオリン 松本克巳 ピアノ 森崎由紀子

合唱 合唱団ＳＡＴＯＫＯ（市民有志）

日時：2006年11月4日（土） 開場 18：00 開演 18：30

場所：新川文化ホール（魚津市宮津110番）小ホール

費用：1000円（中学生以下無料）

主催：都子さんメモリアル・愛とヒューマンのコンサート実行委員会

後援：富山県、魚津市、魚津市教育委員会、森のゆめ市民大学

89年11月、オウム教団の幹部らが坂本弁護士宅を襲い、一家三

人を殺害しました。堤さんは新潟県名立町、龍彦ちゃんは長野
つつみ たつひこ

県大町市、都子さんは魚津市僧ヶ岳に埋められました。
さ と こ

生前、坂本堤弁護士はヴァイオリンを、都子さんはフルート
つつみ

を愛好しました。そんな二人を最初に結び付けたものは、障害

者を支援するボランティア活動でした。音楽を愛し、人間を愛

し、初心を貫いて生きた二人、そして生まれた龍彦ちゃん‥‥

三人を追悼し、その思いを伝

えるため、生前親交のあった日

本フィルハーモニー交響楽団の

メンバーを中心としてメモリア

ルコンサートを行っています。

三人の命日にあたる11月４日、

第６回のコンサートを開催しま

す。

都
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用
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1989.11.04 事件発生

1995.09.07 遺体収容

1997.09.07 慰霊碑除幕

1999.08.19 第１回メモリアルコンサート

2002.08.24 第２回メモリアルコンサート

2003.08.20 第３回メモリアルコンサート

2004.10.31 第４回メモリアルコンサート

2005.08.21 第５回メモリアルコンサート

2006.06.06 施設など訪問コンサート

2006.11.04 第６回メモリアルコンサート



「あなたの心に」 詩 坂本（旧姓大山）都子

作曲 川崎祥悦
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都子さんが19歳（大学１年）の時、８月６日の日誌に書かれていた詩です。

僧ヶ岳の慰霊碑に刻まれている詩は、「青い空～深い緑」の部分が省略されてい

ます。「周囲の風景と余りにも一致していて、見るたびに切なくなる」との御両親の

希望によります。

合唱曲「あなたの心に」は第４回のメモリアルコンサートで初

演されました。川崎祥悦先生が都子さんの詩に深い共感をもって

作曲され、会場に駆けつけて指揮をとられました。この曲を歌い

つづけていくために、

今年も有志の合唱団

「SATOKO」の団員を募

りました。おおぜいの

方々にご参加いただき

深く感謝いたします。

2005.8.21 第５回コンサート
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こ
の
と
こ
ろ
、
今
頃
に
な
っ
て
ま
さ
か
と
思
う
よ
う
な
仕
事
が
立

て
続
け
に
あ
っ
て
‥
若
い
頃
に
は
な
ん
と
も
な
く
で
き
た
仕
事
が
、

今
で
は
ま
さ
に
ヤ
レ
ヤ
レ
と
い
っ
た
状
態
で
は
あ
り
ま
す
が
、
ど
う

に
か
勤
め
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

御
地
で
の
「
あ
な
た
の
心
に
」
（
都
子
さ
ん
御
一
家
の
追
悼
コ
ン

サ
ー
ト
）
で
は
ほ
ん
と
う
に
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
今
も
強
く
心

に
刻
ま
れ
て
い
る
す
ば
ら
し
い
日
々
で
し
た
。
少
し
で
も
元
気
な
う

ち
に
ま
た
お
訪
ね
し
た
い
と
の
思
い
は
あ
る
の
で
す
が
、
上
記
の
よ

う
な
次
第
で
な
か
な
か
思
い
を
果
た
せ
な
い
の
を
残
念
に
思
っ
て
お

り
ま
す
。
あ
の
時
の
ス
タ
ッ
フ
の
み
な
さ
ん
も
お
変
わ
り
な
く
お
元

気
で
い
ら
っ
し
ゃ
る
こ
と
と
存
じ
ま
す
が
、
機
会
が
ご
ざ
い
ま
し
た

ら
ど
う
ぞ
く
れ
ぐ
れ
も
宜
し
く
お
伝
え
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

ま
だ
ま
だ
続
く
と
思
わ
れ
る
暑
さ
の
中
、
ど
う
ぞ
ご
自
愛
の
上
、

お
元
気
で
御
活
躍
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

06
年
８
月
17
日

川
崎
祥
悦


